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平
成
30
年
度

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検

が
挙
行
さ
れ
ま
し
た

　

10
月
23
日
、
快
晴
の
中
、
恒
例
の
草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検
が
草
津
中

学
校
校
庭
に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
黒
岩
町
長
を
点
検
執
行
官
と
し
て
、

服
装
や
装
備
の
点
検
が
行
わ
れ
、
小
隊
訓
練
、
ポ
ン
プ
操
法
が
披
露
さ
れ

ま
し
た
。
早
川
団
長
を
中
心
と
し
た
団
員
の
真
剣
な
取
り
組
み
に
総
合
的

に
良
好
な
評
価
を
頂
き
ま
し
た
。
併
せ
て
、
消
防
団
活
動
に
尽
力
さ
れ
た

方
々
へ
の
表
彰
も
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
後
も
防
災
の
要
と
し
て
ご
尽
力
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

◆
消
防
庁
長
官
表
彰
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退
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銀
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２
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２
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３
分
団　

班
長 

町
中　

宣
彦

元
第
４
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６
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等
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草
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【
永
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１
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◆
日
本
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彰
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６
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２
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岡
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４
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２
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３
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６
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４
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２
分
団　

副
分
団
長 

山
口　

裕
巳

第
３
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６
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績
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史
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５
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３
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４
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４
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史
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４
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２
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史
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２
分
団　

団
員 

田
村　

雅
彦

第
３
分
団　

団
員 

加
藤　
　

悟

第
４
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仁
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４
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圭
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・
５
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第
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団　
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横
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第
２
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団
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太
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２
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３
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◆
群
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県
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協
会
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長
表
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績
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４
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２
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３
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６
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副
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今
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２
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史
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２
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５
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６
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◆
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勤
続
退
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団
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表
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人
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元
第
１
分
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分
団
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青
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第
１
分
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３
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４
分
団　

分
団
長 

竹
渕　
　

宏

元
第
４
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【
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６
人
）

第
１
分
団　

副
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長 

霜
田　

定
生

第
２
分
団　

副
班
長 

土
屋　

和
貴

第
３
分
団　

班
長 

森
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佳
明

第
４
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団　

副
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鈴
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第
５
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６
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花
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仁

　空気が乾燥している季節を迎え、火災が発生しやすくなっています。
　暖房器具等の熱源を使用する際には、細心の注意を払っていただきますようお願いします。
　火災の発生は、人命や財産などの全てを奪いかねない怖ろしい災害です。しかし、火災予防
に対する意識を常に心がけることで災害を免れることは可能です。
　町民のみなさまには、安全な町づくりのためにぜひご協力いただきますようお願い申し上げ
ます。

※ 

名
簿
順
に
つ
い
て
は
、
分
団
・
階
級

及
び
勤
続
年
数
を
考
慮
し
て
い
ま
す
。
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ベルツこども園の入園募集についてベルツこども園の入園募集について
平成31年度

　ベルツこども園は、認可保育園（保護者の就労や病気などのために、家庭において十分保育することができ

ない乳幼児を、保護者にかわって保育する施設）と、保護者の就労等にかかわらず入園できる、幼稚園機能を

併せ持った「認定こども園」です。

【募集人員】

【募集期間】　平成30年11月９日（金）　から　平成30年12月14日（金）　まで

【申込場所】　ベルツこども園　または　草津町役場住民課窓口
  （現在、こども園に在園しており、来年度も引き続き入園を希望される児童についても申し込み

が必要となります。）

【３つの認定区分】
　施設の利用にあたり、次の３つの認定区分があります。

【教育・保育時間】
　施設を利用できる時間は、次のとおり区分されます。

　教育標準時間　お子さんが満３歳以上（４月１日時点）で、幼稚園機能の利用を希望される場合

　保育短時間　 主に、保護者のいずれも、または、いずれかがパートタイム勤務（月120時間未満）等を想定

した利用

　保育標準時間　主に、保護者のいずれもが、フルタイム勤務（月120時間以上）を想定した利用

施　設　名 定　員
募　　　集　　　人　　　員

１歳児 ２歳児 ３歳児 ４歳児 ５歳児

ベルツこども園 150名 15名 25名
１号 10名 １号 10名 １号 10名

２号 25名 ２号 25名 ２号 25名

年　　齢 保育の必要性 認定区分 利用区分 利用時間

満３歳以上

なし １号認定 幼稚園機能利用 教育標準時間

あり

２号認定

保育園機能利用

保育短時間

保育標準時間

満３歳未満 ３号認定
保育短時間

保育標準時間

登園
時間

※預かり保育及び延長保育は、別途利用料が必要となります。

16:00 18:00 19:00

教育標準時間
（１号認定）

保育短時間
（２号・３号認定）

9:00
利   用   の   イ   メ   ー   ジ

15:00
〈例〉

教育標準時間

保育短時間（最長８時間）

保育標準時間（最長11時間）

預かり保育（※）

延長保育（※）

保育標準時間
（２号・３号認定）

8:00

いでゆ　第647号 4



【保育の必要性について】
　２号認定、３号認定を受けるためには、保護者が、次の保育を必要とする事由のいずれかに該当する必要が

あります。

【幼稚園機能利用と保育園機能利用との相違点】

※不明な点は、ベルツこども園または草津町役場住民課へお問い合わせください。

※施設の見学等は随時受け付けています。

　TEL.88－3738（こども園）　　TEL.88－7192（住民課）

保育を必要とする理由 提出する書類 入　　園　　期　　間

①就労 勤務証明書、自営（従事者）申立書

小学校就学前までの必要な期間
②保護者の疾病、負傷、障害 診断書、障害者手帳等

③病人や障害者の看護、介護 病人や障害者の診断書等

④就学・職業訓練 在学証明書等

⑤産前産後
母子健康手帳（出産予定日がわかる
ページ）のコピー

出産予定月及びその前後各２カ月の
最長５カ月以内

⑥求職中 求職状況調査票 ３カ月以内

区　　分 １号認定（幼稚園機能利用） ２号、３号認定（保育園機能利用）

利用時間 教育標準時間 午前９時～午後３時
保育短時間 午前８時～午後４時（最長８時間）

保育標準時間 午前８時～午後７時（最長11時間）

休 園 日 土曜日、日曜日、祝祭日、夏・冬・春休み 日曜日、祝祭日、年末年始（土曜保育は希望者のみ）

保 育 料
月額 ０円～18,000円

（保護者の町民税課税額により算定）

区　　分
２号認定

（３歳以上児）
３号認定

（３歳未満児）

保育短時間
月額 ０円～

20,650円
月額 ０円～

54,800円

保育標準時間
月額 ０円～

21,050円
月額 ０円～

55,850円

（保護者の町民税課税額により算定）

延長保育

対　　　象：保育短時間利用者
延長保育料：午後４時から午後７時まで
　　　　　　１日につき　300円
　　　　　　 （月額上限は、同一階層の保育標準時間保

育料と保育短時間保育料との差額）

預かり保育

区　　分 預かり保育料

平　日 （月曜日から金曜日の午後
３時から午後６時まで）

１日につき　300円
（月額上限 4,000円）

土曜日 （午前８時から午後６時ま
での間の８時間以内）

１日につき　500円

休業日 （午前８時から午後６時ま
での間の８時間以内）

１日につき　600円

保育料の
軽減措置

母子・父子世帯軽減、多子世帯軽減　等 母子・父子世帯軽減、多子世帯軽減、３歳未満児軽減　等

そ の 他
満３歳以上児で各年齢別に編成する学級（クラス）は、１号認定と２号認定で別々に分かれるわけではなく、同一
学級での生活となります。
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西吾妻福祉病院からのお願い　西吾妻福祉病院からのお願い　『ＮＯ！ コンビニ受診』『ＮＯ！ コンビニ受診』

　西吾妻福祉病院では、地域の皆様の安全安心のために救急医療を365日24時間体制で行っておりま

すが、診察前に専門的知識を有した看護師が症状を伺い、患者様の緊急度、重症度を判断し、より早

期にケアを要する患者様から優先して診療しています。

　社会的に問題となっている「コンビニ受診」とは、一般的に外来診療をしていない時間や夜間の時

間帯における、本来は救急外来を受診する緊急性のない軽症患者の行動のことを言います。当院では

下記の表・グラフのとおり、緊急度が低い救急患者様の割合は77.6％を占めています。

　軽症の方が夜間などの受診で混雑をしますと、緊急な患者様の受入体制に支障が出ることがござい

ます。

☆★救急外来受診時のご注意とお願い★☆
○ 何日も前から症状のある場合や詳しい検査をご希望される場合には、必ず月曜から土曜の診療時間

内に受診をしてください。

○ 軽症や非緊急の方は、長時間お待たせすることもあります。

○ お薬の処方は、原則として３日分です。なお、対面診療なしで薬を処方することは、法律（健康保

険法）で禁止されています。

○ 入院希望でご来院されても、担当医師が診察を行い、当院に緊急入院の必要がないと判断した場合は、

入院のご希望に沿いかねます。

○事前にお電話でご連絡をお願いします。次の事をおたずねします。

　・いつからどんな症状か

　・患者さんの氏名・生年月日、当院がかかりつけかどうか

　・今回の症状に関して受診した医療機関があるか（処方された薬や受けた検査の内容）

　・通院している病気や今までに受けた手術、現在服用中の薬

　・来院されるまでにかかる時間

　皆様のご協力をお願い致します。

※お問い合わせ先　西吾妻福祉病院　TEL.0279－83－7111

レベルⅠ 蘇生レベル 救急外来対象　◎

レベルⅡ 緊　急 救急外来対象　◎

レベルⅢ 準緊急 救急外来対象　○

レベルⅣ 低緊急 救急外来対象　▲

レベルⅤ 非緊急 救急外来対象　×

レベルⅠ
（蘇生）
0.1％

レベルⅡ
（緊急）
1.4％レベルⅢ

（準緊急）
21.0％

レベルⅣ
（低緊急）
61.1％

レベルⅤ
（非緊急）
16.5％

　草津町では放射線測定器を用いて、役場庁舎前で空間放

射線測定を週１回のペースで実施しています。

●測定場所／ 草津町役場庁舎前　地上50cm（北緯36°37′

15″東経138°35′45″）

※ 測定値の単位は、「マイクロシーベルト毎時（μSv/h）」です。

測定結果 マイクロシーベルト毎時

測定月日 測定値 天　候
10月15日 0.051 くもり
10月22日 0.056 晴　れ
10月29日 0.052 晴　れ

草津町における空間放射線量測定結果について（最新）

いでゆ　第647号 6



　

小
林
宏
さ
ん
が
高
齢
者
叙
勲
で
あ
る
旭
日
単

光
章
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

小
林
さ
ん
は
、
昭
和
34
年
４
月
か
ら
昭
和
58

年
４
月
ま
で
草
津
町
議
会
議
員
と
し
て
６
期
24

年
に
わ
た
り
草
津
町
の
発
展
に
多
大
な
貢
献
を

な
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
の
度
永
年
な
る
地

方
自
治
に
対
す
る
功
績
が
認
め
ら
れ
授
与
と
な

り
ま
し
た
。

小
林　

宏

小
林　

宏  

氏氏

旭
日
単
光
章
が

旭
日
単
光
章
が

授
与
さ
れ
ま
し
た

授
与
さ
れ
ま
し
た

カセットガスボンベ等の分別カセットガスボンベ等の分別についてについて
　日々寒くなり、あったかい鍋料理の美味しい時期を迎え、家庭での使用後のカセットガ
スボンベ等は、必ず町指定のもえないごみ袋に入れて出してください。
　スプレー缶も使いきって出し、事故のないようにしましょう。
　ごみステーションへの「ごみの出し方」はルールを守り、決められた曜日、決められた
時間、決められたもの、決められた方法、決められた場所を守って出しましょう。
お問い合わせ先　草津町環境衛生組合 生活環境課（草津町クリーンセンター内）　TEL.88－2407

　福祉医療制度は、子ども、重度
心身障害者、母子（父子）家庭等
の一定要件を満たした方が、医療
機関で保険診療を受けた場合に、
医療費の自己負担分を県と市町村
が助成する制度です。

　

福
祉
医
療
制
度
を
利
用
さ
れ
て

い
る
方
で
も
、
入
院
等
の
高
額
な

医
療
費
は
医
療
機
関
へ
の
支
払
い

を
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
自
己
負
担
限
度
額
（
ひ

と
月
に
医
療
機
関
に
支
払
う
上
限

額
）
を
超
え
た
金
額
で
、
高
額
療

養
費
と
い
わ
れ
る
部
分
に
な
り
、

福
祉
医
療
費
と
し
て
負
担
を
し
ま

せ
ん
。

　

こ
の
金
額
に
つ
い
て
は
、
福
祉

医
療
費
受
給
資
格
者
が
一
時
的
に

医
療
機
関
に
支
払
い
、
加
入
し
て

い
る
健
康
保
険
（
保
険
者
）
に
申

請
す
る
こ
と
で
後
か
ら
高
額
療
養

費
と
し
て
支
給
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
医
療
費
が
高
額
に

な
る
場
合
、『
限
度
額
適
用
認
定
証
』

ま
た
は
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負

担
額
減
額
認
定
証
』
を
あ
ら
か
じ

め
医
療
機
関
に
提
示
す
る
と
、
一

時
的
に
高
額
な
医
療
費
を
支
払
う

必
要
が
な
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

医
療
機
関
か
ら
保
険
者
に
高
額
療

養
費
分
の
請
求
を
行
う
こ
と
が
で

き
る
よ
う
に
な
る
た
め
で
す
。

　
『
限
度
額
適
用
認
定
証
』
ま
た

は
『
限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額

減
額
認
定
証
』
は
、
ご
加
入
の
健

康
保
険
（
保
険
者
）
に
申
請
す
る

こ
と
で
取
得
で
き
ま
す
。
入
院
な

ど
の
高
額
な
医
療
費
に
な
る
治
療

を
受
け
る
場
合
は
申
請
を
し
て
く

だ
さ
い
。

福祉医療制度を利用されている方が高額療養費に該当した場合、
医療機関窓口で自己負担が発生することがあります。

▶お問い合わせ先：福祉課　TEL.88－7189
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■
情
報
提
供  

　

刑
事
手
続
の
概
要
や
捜
査
、
裁
判
で
の
過
程
で

利
用
で
き
る
制
度
、
各
種
機
関
の
相
談
窓
口
等
に

つ
い
て
情
報
を
提
供
し
ま
す
。

■
経
済
的
負
担
の
軽
減  

　

特
定
の
犯
罪
に
よ
り
傷
害
等
を
負
っ
た
場
合
に

は
、
医
療
費
等
の
一
部
に
つ
い
て
警
察
が
支
出
す

る
等
、
被
害
者
等
の
経
済
的
な
負
担
を
軽
減
す
る

制
度
が
あ
り
ま
す
。

■
精
神
的
負
担
の
軽
減  

　

安
心
し
て
被
害
の
届
出
や
相
談
な
ど
が
で
き
る

よ
う
犯
罪
被
害
者
相
談
電
話
を
設
置
す
る
ほ
か
、

カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
体
制
を
整
備
し
て
い
ま
す
。

■
安
全
の
確
保  

　

同
一
の
犯
人
か
ら
、
再
度
被
害
を
受
け
な
い
よ

う
に
、
防
犯
指
導
や
立
ち
寄
り
警
戒
を
行
う
ほ
か
、

様
々
な
機
材
等
を
活
用
し
て
安
全
対
策
を
講
じ
ま

す
。

■ 
犯
罪
被
害
給
付
制
度
及
び
国
外
犯
罪
被
害

弔
慰
金
等
支
給
制
度  

　

故
意
の
犯
罪
行
為
に
よ
り
、
死
亡
、
障
害
が
残
っ

た
場
合
に
、
国
が
一
時
金
を
支
給
す
る
制
度
が
あ

り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
県
警
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ

い
。

■
お
問
い
合
わ
せ
先  

長
野
原
警
察
署　

警
務
課

長
野
原
警
察
署　

警
務
課

℡  
℡  ０
２
７
９
・
８
２
・
０
１
１
０

０
２
７
９
・
８
２
・
０
１
１
０

警
察
で
は
、
犯
罪
の
被
害
者
や
そ
の
家
族
が
一
日
で
も
早
く
元
の
生
活

に
戻
れ
る
よ
う
様
々
な
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

長
野
原
警
察
署
よ
り
お
知
ら
せ

長
野
原
警
察
署
よ
り
お
知
ら
せ

平成30年分  年末調整説明会のお知らせ

開 催 日 開催時間 開催場所 対象地域

11月27日（火） 13：30～15：30
中之条町役場
２階大会議室

中之条町　東吾妻町　高山村

11月29日（木） 13：30～15：30
長野原町

山村開発センター（大集会室）
長野原町　草津町　嬬恋村

お問い合わせ先　中之条税務署　代表電話番号　TEL.0279－75－3355
自動音声案内の「２」をお選びください。税務署の総務課から担当部署におつなぎします。

警
察
が
行
う
犯
罪
被
害
者
支
援
に
つ
い
て

　本年度も給与所得者に係る年末調整説明会を以下の日程等により開催いたしますので、ご案内申し上げます。
　説明会では「年末調整のしかた」や「給与所得の源泉徴収票等の法定調書の作成と提出の手引」などのパ
ンフレットを使用して説明を行いますので、ご出席の際にはお持ちいただきますようお願い申し上げます。
　また、年末調整関係用紙及び法定調書の用紙が不足する場合には、説明会会場でお渡しいたしますので、
会場受付にて担当者にお申し付けください。

※　都合により、指定された会場（日時）に出席できない場合には、他の会場に出席することが可能です。
※　上記会場では午前中に消費税の軽減税率制度等の説明会を開催しておりますので、是非ご参加ください。

いでゆ　第647号 8



　税務行政につきましては、日頃からご協力をいただきありがとうございます。

　中之条税務署では、青色申告決算書や収支内訳書の作成方法や作成にあたっての注意点などについて、次

のとおり説明会を開催いたします。

　なお、説明会で使用する資料は、当日、会場で配付し、講師は中之条税務署職員又は税理士が行います。

開 催 日 開催時間 開催会場 対 象 者

12月12日（水） 10：00～12：00

中之条町ツインプラザ
視聴覚室（２階）

中之条町大字伊勢町1005－1

営業所得を有する
青色申告の方

12月12日（水） 14：00～16：00 農業所得を有する
青色申告の方

12月13日（木） 10：00～12：00 営業所得を有する
白色申告の方

12月13日（木） 14：00～16：00 農業所得を有する
白色申告の方

【お問い合わせ先】中之条税務署　TEL.0279－75－3355　自動音声案内「２」を選択してください。

決算説明会のご案内

　10月17日、当協議会は前橋市にある児童養護施設『鐘の鳴る丘少年の家』を訪問し、視察研修を行いました。

　ご年配の方には ～♪緑の丘の赤い屋根　とんがり帽子の時計台♪～ で聞き覚えのある方もいらっしゃる事

でしょう。昭和22年から３年間放送された戦災孤児を取り扱ったラジオドラマの主題歌をモチーフにした建

物が印象的な施設です。

　同施設はドラマ同様、戦災孤児となったお子さんのため、昭和22年に創立。以来現在まで様々な事情で入

所を必要としている、お子さんを預かる施設であります。

　今、日本全国で問題となっている児童に関する様々な現実。また、そ

の先にある施設入所の実態を学ぶことができました。

　私ども民生委員は児童福祉法により児童委員にも厚生労働大臣より指

名されております。さらにその中から主任児童委員（当町は２人）とし

て指名を受けております。

　微力ではありますが、当町児童の明るい未来の手助けができるよう、

委員として専門性

を高めるため今後

とも研鑽に励み、

活動に活かしてま

いります。

草津町民生委員児童委員協議会　活動報告
～児童養護施設『鐘の鳴る丘少年の家』　視察研修について～

施設前にて記念撮影

施設職員との意見交換会
各委員の質問が相次ぎ、
終了予定時刻を大幅に超
過してしまうほど熱い時
間でした。

中之条税務署からのお知らせ
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ニューイヤー駅伝2019ニューイヤー駅伝2019
 in ぐんま in ぐんま

第63回　全日本実業団対抗駅伝競走大会
2019年１月１日　午前９時15分

群馬県庁スタート

　全国６地区の予選を勝ち抜いた37チームが、

日本一をかけて100キロを駆け抜けます。沿道に

足を運び大きな声援を送ってください。

　大会の模様はTBS系列28局フルネットで午前

８時30分から６時間生中継されます。

◆お問い合わせ先
　県庁生活文化スポーツ部スポーツ振興課

　TEL.027－226－2081

　http://www.pref.gunma.jp

11月は労働保険適用促進強化期間です
　常用のパート・アルバイト労働者など一人でも雇用している事業主は、労働保険（労災保険・雇用保険）の

加入が義務付けられています。

　まだ加入手続きをされていない事業主は、すぐに加入手続きをお願いします。

　加入の手続き・ご相談は、群馬県労働局労働保険徴収室又は、最寄りの労働基準監督署、ハローワークへお

願いします。 群馬労働局総務部労働保険徴収室　TEL.027－896－4734

　今年は、世界人権宣言70周年です。法務省及び全国人権擁護委員連合会では、来る12月４日から10日まで

の一週間を「第70回人権週間」と定め、全国的に各種行事を企画しています。

　前橋地方法務局及び群馬県人権擁護委員連合会では、県内の各市町村において、特設人権相談所を開設します。

　子どもに関すること、家庭内や近所のもめごと等、人権問題や困りごと等で悩んでいる方はどのようなこと

でも構いませんので、お近くの特設人権相談所へお越しください。料金は無料で、秘密は固く守ります。

　特設人権相談所へお越しになれない方は、通常通り前橋地方法務局及び各支局で電話相談等を受け付けてお

りますので、ご利用ください。

通常相談窓口　0570－003－110（みんなの人権110番）　インターネット相談　http://www.jinken.go.jp

　草津町における特設相談については下記のとおりです。

　予約は不要です。お気軽にお越しください。

草津町特設相談　12月３日（月）　10：00～12：00　草津町役場４Ｆ　第２委員会室

お問い合わせ先　総務課　TEL.88－0001

「第70回 人権週間」について
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コメント

今
月
の
町
長

　

黒
岩
町
長
が
10
月
１
日
か
ら
31
日
の
間
に
出
席
し
た
行
事
の

一
部
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

10
月１

日　

教
育
委
員
辞
令
交
付

　
　
　

辞
令
交
付
式

　
　
　

戦
没
者
追
悼
式

　
　
　

白
根
山
状
況
説
明
会

２
日　

旅
行
新
聞
新
社　

取
材

３
日　

や
す
ら
ぎ
福
祉
大
会

４
日　

品
木
ダ
ム
水
質
管
理
所
長
来
庁

　
　
　

M
t.6

総
会

８
日　

第
24
回
町
民
マ
ラ
ソ
ン
大
会

11
日　

自
衛
隊
沼
田
地
域
事
務
所
来
庁

12
日　

老
人
ク
ラ
ブ
秋
の
研
修
（
新
潟
方
面
）

14
日　

湯
畑
マ
ル
シ
ェ
２
０
１
８

16
日　

本
白
根
山
火
山
噴
火
緊
急
減
災
対
策
砂

防
計
画
検
討
委
員
会

18
日　

吾
妻
郡
議
会
議
員
情
報
交
換
会

22
日　

吾
妻
郡
町
村
会
定
例
会

　
　
　

吾
妻
広
域
圏
理
事
会

23
日　

草
津
町
消
防
団
秋
季
点
検

25
日　

国
道
２
９
２
号
バ
イ
パ
ス
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
設
立
総
会

26
日　

関
東
森
林
管
理
局
来
庁

27
日　

生
涯
学
習
推
進
大
会
及
び
草
津
町
文
化
祭

29
〜
31
日　

町
・
議
会
視
察
研
修
（
北
海
道
方
面
）

「草津町食生活改善推進協議会レシピ集」より

「ヘルスメイトの自慢料理レシピ集」希望者は保健センターにてお渡しできます。

だし汁（昆布やかつおだし）がなければ、肉
のゆで汁を利用しましょう。
青菜はなんでも大丈夫です。小松菜や春
菊、ニラなどでアレンジしてください。

エネルギー たんぱく質 脂質 カルシウム 鉄分 塩分
95kcal 6.4g 6.4g 45mg 1.7mg 0.7g

１人分の栄養成分

ヘルスメイトの自慢料理
vol.17 ほうれん草のクルミしょうゆ和え

作り方
1　 ほうれん草は塩を加えた熱湯でゆでて水にとり、揃えてしぼった
ら３cmの長さに切る。豚肉もゆでておく。

2　 クルミは刻むかつぶして、だし汁・しょうゆ・砂糖と混ぜる。

3　 2で 1を和え、盛り付けたらいりごまを散らす。

ほうれん草…………………… １袋

豚肉しゃぶしゃぶ用………… 60g

　むきクルミ………………… 30g

　だし汁………………… 大さじ１

　しょうゆ……………… 大さじ１

　砂糖………………… 大さじ１/２

いりごま……………………… 少々

材料（４人分）

秋季点検にて講評を述べる黒岩町長
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　７月15日（日）、渋川市民プールにおいて渋川市民水泳大会が開催され、草津町からも水泳スポーツ少年団の子ど

もたちが参加しました。個人の成績は以下のとおりです。

　【１・２年の部】

　　鈴木　　陽　50ｍ自由形　５位

　　花岡　璃桜　50ｍ自由形　４位　100ｍ自由形　６位

　　安齋　　凛　50ｍ自由形　５位

　【３・４年の部】

　　高橋　瑛士　100ｍ自由形　２位

　　佐藤　美葵　50ｍ自由形　４位　50ｍ平泳ぎ　６位

　　板垣　　聖　50ｍ平泳ぎ　５位

　【５・６年の部】

　　田村　柚葉　200ｍ個人メドレー　１位

　　白鳥　月華　50ｍ平泳ぎ　４位

　　高橋　桜汰　50ｍ背泳ぎ　５位

　　滝澤　凌久　50ｍ自由形　４位

　【中学生の部】

　　渡邉　勇樹　　佐藤志英瑠

　　板垣　　心　　宮﨑　琉功

　　黒岩　　希　　幾島　楓太

　姉妹都市である葉山町とのスポーツを通じた交流が毎年開催されています。

　９月にはゴルフ交流、10月には野球交流が草津町にて実施されましたのでお知らせいたします。

　【ゴルフ交流】

　 　９月26日（水）、草津カントリークラブにて開催されました。

　 　葉山町から21人が来草、草津町から14人参加、計35人で交流が

行われました。

　【野球交流】

　 　10月14日（日）、レクの森グラウンド野球場において開催されま

した。

　 　葉山町から10人が来草、草津町から15人参加、計25人で交流が

行われました。

みなさんの活躍をみなさんの活躍を
　　お伝えするページ　　お伝えするページトピトピッックスクス
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　９月15日から17日の３日間、国立赤城青少年交流の家において

スポーツ少年団ジュニア・リーダースクールが開催され、草津町

からはバレーボールスポーツ少年団より２人が参加しました。

　全課程を修了し、「日本スポーツ少年団ジュニア・リーダー」と

して認定されました。 ジュニアリーダーとなった干川穂佳さん（左）と萬代果穂さん（右）

　９月24日（月）、ALSOKぐんま武道館において標記大会が開催されました。

　群馬県内の各道場、高校から800人以上の選手が集まる大会で、草津道場か

らは９人の選手が参加し、２人の選手が入賞しました。

　以下の通り結果をお知らせします。

　小学生中学年(３、４年)女子個人組手　　優　勝　杉山　陽香

　小学生低学年(１、２年)男子個人組手　　第３位　関　　悠斗

　10月６日（土）、レクの森テニスコートにおいて、標記大会が開催さ

れました。天気にも恵まれ、総勢20人が参加しテニスを楽しみました。

　大会結果は以下のとおりです。

　＜試合方法＞　男女ダブルスリーグ戦

　＜大会結果＞　　○男子ダブルス（混合は男子扱い）

　　　　　　　　　　第１位　関　　　亘・塩沢　利邦　組

　　　　　　　　　　第２位　須賀　道郎・吉野　敏明　組

　　　　　　　　　　第３位　加藤　浩二・大野　　博　組

　　　　　　　　　○女子ダブルス

　　　　　　　　　　第１位　関　　彩音・関　　昭代　組

　　　　　　　　　　第２位　青木　理香・菅野　公乃　組

　　　　　　　　　　第３位　山口　裕美・加藤　聡美　組

　９月27日（木）、天狗山プレイゾーンにおいて標記大会が行われまし

た。あいにくの雨模様でしたが、総勢13人が参加し、仲間同士楽しく、

また日頃の成果を発揮された素晴らしい大会となりました。

　参加選手の健闘を称え、以下のとおり大会結果をお知らせします。

　【男　子】　　　　　　　　　   【女　子】

　　優　勝　児玉　政男　　　　　優　勝　山本きく江

　　準優勝　湯本　武三　　　　　準優勝　田下　陽子

　　第３位　片山　貞一　　　　　第３位　北澤　節子

いでゆ　第647号13



　10月14日（日）、レクの森グラウンド野球場において第43回町内地区対抗野球大会が開催されました。４地区総

勢60人の参加で盛大に実施され、接戦が繰り広げられました。

　選手の健闘を讃え、結果を以下の通りお知らせします。

　【成　 績】

　　優　　　勝　昭　和　区

　　準　優　勝　前　口　区

　　最優秀選手　桑原　正実

　　敢　闘　賞　中澤　航太

　10月14日（日）、草津町総合体育館において標記大会が開催されま

した。

　16団体185人が参加し盛大に実施されました。

　以下のとおり結果をお知らせします。

　１・２年の部　ベスト８　佐藤　壱成　　団体の部　第３位　先鋒　齋藤　琉偉

　３・４年の部　準 優 勝　小竹　泰人　　　　　　　　　　　次鋒　髙橋　瑛士

　５・６年の部　ベスト８　朝倉　勇亜　　　　　　　　　　　中堅　小竹　泰人

　　　　　　　　ベスト８　髙橋　桜汰　　　　　　　　　　　副将　朝倉　勇亜

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　大将　髙橋　桜汰

　10月19日（金）、町民バレーボール大会が開催されました。

　７チームが参加し、 然素材（てんねんそざい）が優勝しま

した。

　参加チームは以下のとおりです。

　 １.２.３ダー・ 然素材・立町区青年部・パンサンスー・草津

Ｖキッズ・草津ＶＢＣ・チーム金子（エントリー順）

　10月14日（日）、草津高原ゴルフ場において標記大会が開催されました。

　天気にも恵まれ、ジュニアゴルファーたちが元気にラウンドしました。

　大会結果を以下の通りお知らせします。

　中学生６ホール　　１　位　山口陽真莉　59

　小学生高学年６ホール　　　　　 小学生低学年４ホール

　　１　位　野村　優皇　50　　　　１　位　宮越　悠輔　40

　　２　位　市川慎一郎　61　　　　２　位　宮越　俊輔　45

　　３　位　西ヶ谷　梢　62　　　　３　位　関　　悠斗　54

　　４　位　横澤　晃大　66　　　　４　位　市川　　栞　62

　　５　位　恩河　凛音　78　　　　５　位　清水　丈司　72

　　　　　　　　　　　　　　　　　 ６　位　清水　央雅　81

優勝した 然素材の皆さん
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11月号

俳
句

少
子
化
な
ぞ 

吾
は
知
ら
ん
と 

雨
蛙

 

湯　

本　

し
げ
る

　

季
語
は
雨
蛙
で
す
。
雨
蛙
の
特
長
の
吾
水
関
せ
ず
を
よ
く
掴
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
句
は
俳は
い

諧か
い

と
言
い
ま
し
て
滑こ
っ

稽け
い

さ
の
あ
る
面
白
さ
を
出
し
て
い
ま
す
。
作
者
は
独
特
の
感
性
を
持
っ

て
お
り
期
待
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。 

評　

北
原
東
洋
男

東京2020オリンピック・パラリンピック フラッグツアーフラッグ展示について
　東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会に向け、気運醸成や大会・

競技への理解促進を図ることを目的に、オリンピックフラッグ・パラリンピック

フラッグが全国を巡回しています。

　群馬県では、11月30日（金）にフラッグ歓迎イベントが開催され、12月２日か

ら12月28日まで群馬県内を巡回します。

　草津町でのフラッグ展示は12月10日から12月11日の２日間です。

　皆様のお越しをお待ちしています。是非ご覧ください。

フラッグ展示

・期間　12月10日（月）～12月11日（火）

・時間　９：00～17：00（11日　９：00～14：00）

・場所　草津町役場　２階　町民ホール

・内容　オリンピックフラッグ・パラリンピックフラッグ展示、大会関連パネル

・主催　東京都／東京2020組織委員会／JOC／JPC

【趣　　旨】
　子ども・若者は、親等の家族にとっても、社会にとっても、大きな可能性を秘めたかけがえのない存在で
あり、全ての子ども・若者が、自己肯定感を育み、自己を確立し、社会との関わりを自覚し、自立した個人
として健やかに成長するとともに、明るい未来を切り拓いていくことが期待される。
　政府において、平成28年２月に「子供・若者育成支援推進大綱」を策定し、その中で、子ども・若者の
育成支援を、家庭を中心として、行政、学校、企業、地域等、社会全体で取り組むべき課題と位置付け、全
ての子ども・若者が健やかに成長し、全ての若者が自立・活躍できる社会の実現を目指すこととしている。
しかしながら、子ども・若者に関しては、依然、支援を必要とするニート、ひきこもり、不登校などの社会
生活を円滑に営む上で困難を有する子ども・若者の問題や、少年非行、いじめの問題、児童虐待、児童ポル
ノや児童売春をはじめ子どもが被害者となる事件など社会全体で取り組まなければならない問題がある。こ
れらの多様で複合的な問題の解決には、行政、子ども・若者の育成支援に関わる諸団体等が専門の垣根を越
えて連携協力するとともに、地域住民一人一人の取組・参加を促すことにより、子ども・若者を孤立させず、
地域全体で支えていく社会を築くことが重要である。
【期　　間】
平成30年11月１日（木）から30日（金）までの１カ月間
【取り組むべき課題　重点事項】
◎若者の社会的自立支援の促進　　◎子どもを犯罪や有害環境等から守るための取組の推進
◎児童虐待の予防と対応　　　　　◎子どもの貧困対策の推進
【実施主体】
内閣府、警察庁、金融庁、消費者庁、復興省、総務省、法務省、最高検察庁、外務省、財務省、国税庁、文
部科学省、厚生労働省、農林水産省、国土交通省、環境省、防衛省、最高裁判所、都道府県、市区町村、青
少年育成都道府県民会議、青少年育成市町村民会議及び青少年関係諸団体

11月は「子ども・若者育成支援強調月間」です。111月月月はは「「子子どども 若若者者者育育成成支支支援強調月月月月間間間間」」でででですすすす。。

～支えよう　輝くひとの　夢みらい～
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江
戸
か
ら
は
中
山
道
を
北
上
し
高
崎
を

通
り
、
旧
倉
渕
村
、
大
戸
、
須
加
尾
峠
を

越
え
、
長
野
原
か
ら
山
道
に
入
り
草
津
に

た
ど
り
着
き
ま
し
た
。
今
の
よ
う
に
大
津

か
ら
の
草
津
道
路
の
形
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

江
戸
か
ら
草
津
に
向
か
う
ル
ー
ト
の
一

般
的
な
も
の
で
、
途
中
榛
名
神
社
の
参
拝

な
ど
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

３　

暮
坂
峠
道

　

江
戸
か
ら
草
津
に
向
か
う
ル
ー
ト
の
一

つ
で
す
。「
暮
坂
峠
道
は
武
田
氏
の
配
下

に
あ
っ
た
真
田
氏
が
戦
略
上
か
ら
つ
く
っ

た
と
い
わ
れ
、
伊
香
保
―
五
丁
田
―
中
之

条
―
沢
渡
―
暮
坂
峠
―
小
雨
―
草
津
の

コ
ー
ス
で
、
多
く
の
温
泉
地
と
結
び
つ
い

て
お
り
、
広
域
観
光
ル
ー
ト
を
す
で
に
形

成
し
て
い
た
と
も
い
え
る
の
で
あ
る
。」

（『
草
津
温
泉
誌　

第
弐
巻
』
ｐ
54
）

４　

道
陸
神
峠
道

　

こ
の
ル
ー
ト
は
中
之
条
―
原
町
―
岩
島

―
長
野
原
―
草
津
の
コ
ー
ス
で
、
東
吾
妻

か
ら
西
吾
妻
へ
抜
け
る
最
短
の
ル
ー
ト
で

し
た
が
、
途
中
に
吾
妻
渓
谷
と
い
う
難
所

が
あ
り
、
悪
路
で
あ
っ
た
た
め
道
と
し
て

は
利
用
が
少
な
か
っ
た
と
言
い
ま
す
。
東

吾
妻
町
の
松
谷
か
ら
吾
妻
川
左
岸
の
山
に

登
り
、
道
陸
神
峠
を
越
え
て
長
野
原
の
林

に
出
る
道
や
、
岩
島
か
ら
北
側
の
高
間
山

の
麓
を
通
り
旧
六
合
村
の
赤
岩
に
抜
け
る

道
が
当
時
は
主
流
で
し
た
。
吾
妻
渓
谷
を

回
避
す
る
た
め
で
し
た
が
、
山
道
で
も
あ

り
遠
回
り
で
利
用
す
る
の
は
地
域
の
住
民

が
ほ
と
ん
ど
で
、
草
津
の
湯
治
客
や
東
西

　

長
野
原
か
ら
草
津
を
結
び
、
物
流
と
多

く
の
観
光
客
が
来
草
す
る
草
津
の
大
動
脈

と
し
て
国
道
２
９
２
号
（
通
称
「
草
津
道

路
」）
は
あ
り
ま
す
。
草
津
の
生
活
と
観

光
に
は
無
く
て
は
な
ら
な
い
道
路
と
し
て
、

平
成
29
年
に
は
約
１
，
３
７
１
，
０
０
０

台
（
観
光
課
調
べ
）
を
超
え
る
交
通
量
が

あ
り
ま
し
た
。

江
戸
時
代
の
交
通

　

江
戸
時
代
に
草
津
に
向
か
う
た
め
に
は
、

主
に
４
つ
の
ル
ー
ト
が
あ
り
ま
し
た
。

１　

信
州
み
ち
①

　

新
潟
や
長
野
県
方
面
か
ら
は
現
在
の
志

賀
草
津
高
原
ル
ー
ト
の
よ
う
に
山
越
え
の

道
が
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
数
人
の
人

が
通
れ
る
も
の
で
、非
常
に
険
し
い
道
で
、

馬
は
通
れ
ず
牛
に
荷
物
な
ど
を
積
ん
で
運

ん
だ
と
も
伝
わ
っ
て
い
ま
す
。
長
野
県
山

ノ
内
町
か
ら
渋
峠
、
芳
ヶ
平
を
通
り
草
津

や
入
山
地
方
に
抜
け
ら
れ
る
道
で
し
た
。

険
し
い
道
で
し
た
が
江
戸
時
代
の
後
期
か

ら
明
治
中
期
頃
ま
で
は
人
と
物
が
ひ
ん
ぱ

ん
に
行
き
交
う
道
で
し
た
。

信
州
み
ち
②

　

長
野
県
上
田
、
菅
平
か
ら
は
鳥
居
峠
を

越
え
、
嬬
恋
（
田
代
、
三
原
）
を
通
り
前

口
に
入
り
草
津
に
到
着
し
ま
し
た
。
①
の

道
よ
り
は
山
道
で
は
な
く
大
き
な
街
道
で
、

西
吾
妻
と
信
州
上
田
を
つ
な
ぐ
道
と
し
て

機
能
し
て
い
ま
し
た
。

２　

室
田
道

こんにちは、図書館ですこんにちは、図書館です 草津を知る・シリーズ75草津を知る・シリーズ75

〈草津道路の開通〉〈草津道路の開通〉“くさづよいとこ薬のいでゆ”“くさづよいとこ薬のいでゆ”
草津町立草津図書館所蔵の資料から、草津町立草津図書館所蔵の資料から、
温泉とともに歩んだ温泉とともに歩んだ
長い歴史の1ページを今月もめくります。長い歴史の1ページを今月もめくります。
ちょっと手を休めて、草津の歴史をたどるちょっと手を休めて、草津の歴史をたどる
旅にでかけませんか？旅にでかけませんか？
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客
を
降
ろ
し
た
そ
う
で
す
。

　

ま
た
、
吾
妻
渓
谷
の
道
路
が
開
通
し
た

明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
に
は
草
津
と
長

野
原
の
有
力
者
が
出
資
し
た
「
草
津
馬
車

合
資
会
社
」
が
設
立
さ
れ
、
中
之
条
と
草

津
を
結
ぶ
足
と
し
て
期
待
さ
れ
ま
し
た
。

　

い
っ
ぽ
う
で
明
治
44
（
１
９
１
１
）
年

に
は
自
動
車
が
草
津
に
導
入
さ
れ
ま
す
。

渋
川
―
草
津
間
を
運
行
し
ま
し
た
が
、
自

動
車
は
前
橋
、
高
崎
で
も
見
る
こ
と
は
珍

し
く
、郡
内
で
も
初
め
て
の
導
入
と
し
て
、

沿
道
に
は
多
く
の
見
物
人
が
出
た
そ
う
で

す
。
し
か
し
、
こ
の
自
動
車
も
道
路
の
未

整
備
の
た
め
１
年
ほ
ど
で
採
算
が
取
れ
ず

に
休
業
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

草
津
道
路
の
開
通

　

長
野
原
―
草
津
間
は
明
治
28
（
１
８
９

５
）
年
か
ら
工
事
が
始
ま
り
、
そ
の
後
、

東
京
方
面
か
ら
訪
れ
る
浴
客
の
重
要
な
道

路
と
し
て
拡
充
が
図
ら
れ
ま
す
が
、
昭
和

30
年
代
ま
で
は
「（
略
）
幅
員
が
狭
く
、

急
坂
と
不
規
則
な
曲
線
に
よ
っ
て
そ
の
間

わ
ず
か
に
10
㎞
余
の
道み

ち

程の
り

に
か
か
わ
ら
ず
、

約
１
時
間
の
所
要
時
間
を
絶
え
間
な
く
揺

ら
れ
、
特
に
雪
解
け
頃
に
は
そ
の
道
が
ぬ

か
る
み
、
全
く
不
愉
快
極
ま
り
な
か
っ
た

の
で
あ
る
。」（『
星
霜
20
年　

下
』（
草
津

新
聞
社
１
９
７
７
）
こ
の
よ
う
に
非
常
に

不
便
だ
っ
た
草
津
道
路
も
昭
和
39
（
１
９

６
４
）
年
11
月
に
完
全
舗
装
が
さ
れ
、
有

料
道
路
と
し
て
運
用
が
開
始
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
、バ
ス
の
時
間
も
短
縮
さ
れ
、

旅
客
も
増
加
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
志

賀
草
津
高
原
ル
ー
ト
は
長
野
や
新
潟
と

い
っ
た
日
本
海
側
へ
抜
け
る
ル
ー
ト
と
し

て
昭
和
40
（
１
９
６
５
）
年
に
全
線
開
通

を
し
ま
し
た
が
、
狭
い
道
幅
や
未
舗
装
で

砂
ぼ
こ
り
が
舞
い
あ
が
る
な
ど
多
く
の
課

題
を
抱
え
て
お
り
、
改
良
が
進
め
ら
れ
、

昭
和
45
（
１
９
７
０
）
年
に
は
全
線
が
舗

装
さ
れ
開
通
し
ま
し
た
。

　

参
考
文
献
：
長
野
原
町
『
長
野
原
町
誌
』

（
１
９
７
６
）

が
県
の
補
助
を
受
け
て
道
路
を
大
幅
改
修

し
、
東
西
吾
妻
を
完
全
に
つ
な
げ
る
こ
と

に
成
功
し
ま
し
た
。
同
年
に
は
長
野
原
―

草
津
間
の
道
路
工
事
が
は
じ
ま
り
ま
す
。

　

現
在
、
中
之
条
に
向
か
う
時
に
八
ッ
場

バ
イ
パ
ス
を
通
過
す
る
と
長
い
ト
ン
ネ
ル

を
通
り
ま
す
が
、
そ
の
名
前
を
「
茂
四
郎

ト
ン
ネ
ル
」
と
言
い
ま
す
。
吾
妻
渓
谷
の

難
所
を
切
り
開
い
た
野
口
茂
四
郎
に
ち
な

ん
で
の
も
の
で
す
。

明
治
以
降
の
草
津
へ
の
道

　

東
西
吾
妻
が
吾
妻
渓
谷
の
開
通
に
よ
っ

て
結
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
西
は
信
州
、

東
は
前
橋
、
高
崎
な
ど
、
人
と
物
が
行
き

交
う
道
と
し
て
機
能
し
始
め
ま
し
た
。

　

草
津
へ
は
東
京
方
面
か
ら
の
湯
治
客
が

通
行
を
始
め
ま
す
が
、
草
津
に
は
東
京
方

面
か
ら
来
る
道
と
し
て
も
う
一
本
、
軽
井

沢
ル
ー
ト
の
開
発
が
進
め
ら
れ
る
よ
う
に

な
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
明
治
末
年
ご
ろ
か

ら
構
想
さ
れ
た
草
津
―
軽
井
沢
間
の
電
車

敷ふ

設せ
つ

工
事
で
す
。
の
ち
、
草
軽
電
鉄
と
呼

ば
れ
全
線
が
開
通
す
る
の
は
大
正
15
（
１

９
２
６
）
年
の
こ
と
で
す
。

　

江
戸
時
代
、
草
津
に
向
か
う
の
は
徒
歩

や
駕か

籠ご

、馬
な
ど
を
使
っ
て
い
ま
し
た
が
、

明
治
に
入
る
と
人
力
車
や
馬
車
、
自
動
車

が
導
入
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
草
津

に
長
距
離
輸
送
用
の
人
力
車
が
導
入
さ
れ

た
の
は
明
治
29
（
１
８
９
６
）
年
で
し
た

が
、
道
が
悪
く
ぬ
か
る
み
な
ど
で
は
、
乗

吾
妻
を
結
ぶ
物
流
を
支
え
る
街
道
で
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。

明
治
時
代
の
交
通

　

し
か
し
、
江
戸
時
代
末
期
か
ら
吾
妻
渓

谷
の
険
し
い
道
が
改
良
さ
れ
る
よ
う
に
な

り
ま
す
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
東
吾
妻

と
西
吾
妻
を
結
ぶ
に
は
最
短
の
ル
ー
ト
と

さ
れ
た
吾
妻
渓
谷
（
道
陸
神
峠
道
）
を
地

域
や
個
人
が
道
を
切
り
開
く
べ
く
活
動
を

し
ま
し
た
。
弘
化
３
（
１
８
４
６
）
年
に

ま
ず
工
事
の
手
が
入
り
ま
す
。
そ
の
後
、

元げ
ん

治じ

元
（
１
８
６
４
）
年
頃
、
周
辺
地
域

の
人
た
ち
や
嬬
恋
、
赤
岩
（
旧
六
合
村
）

の
住
民
、
信
州
、
越
中
（
富
山
）
の
商
人

た
ち
な
ど
が
工
事
の
た
め
の
寄
附
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
地
元
の
人
た
ち
に
と
っ
て
は

地
域
の
交
流
や
利
便
性
を
求
め
た
も
の
で

あ
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
が
、
信
州
や
越
中

の
人
た
ち
に
と
っ
て
は
吾
妻
岩
島
地
方
の

特
産
だ
っ
た
麻
の
買
付
や
信
州
の
油
の
流

通
な
ど
、
吾
妻
地
方
と
信
州
、
越
中
を
結

ぶ
ビ
ジ
ネ
ス
で
の
投
資
だ
っ
た
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
長
野
原
の
僧
、
野の

口ぐ
ち

円え
ん

心し
ん

が
個

人
で
通
れ
る
道
を
切
り
開
き
、
岩
島
村
の

人
た
ち
も
寄
附
を
行
い
、
道
を
広
げ
て
い

き
ま
し
た
。

　

明
治
28
（
１
８
９
５
）
年
、
長
野
原
町

川
原
畑
出
身
の
県
議
会
議
員
の
野の

口ぐ
ち

茂も

四し

郎ろ
う

（
の
ち
長
野
原
の
町
長
も
務
め
ま
す
）

↑未舗装の吾妻渓谷の旧道（草津温泉観光協会『草津高原』1957）
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ベルツこども園ベルツこども園
誌上体験！探訪

誕生会でのスナップ。

「好きなものは何ですか？」

の質問に「しんごう！」と

答えられた２歳児です。

汽車ぽっぽになって、お散

歩にレッツゴー！

大切そうに持った箱の中には小さな秋がたくさん詰まっています。

大好きなおうちの人へのおみやげです。

０歳児と１歳児のお部屋。

「よしよし」とあやしてもらったり、膝の上に座らせてもらったりと中学生とのふれあいの一コマです。

さて、今月は０・１・２歳児の様子をお伝えします。さて、今月は０・１・２歳児の様子をお伝えします。

　立冬を迎え、日ごとに寒さが身に染みるようになりました。冬が一歩一歩近づいていることを感じます。

　そんな中、こども園では発表会に向けて少しずつ練習が始まりました。子どもたちが意欲をもって楽し

く参加できることを第一に考え、取り組んでいきたいと思います。

いでゆ　第647号 18



２歳児もこの時期になると、お茶碗を持って

たべられるようになります。

ボールプールで遊ぶ０・１歳児。

不思議な感覚を味わいながらリラックスタイム。

自然と笑顔がこぼれます。

いっぱい遊んだ後は、おいしい給食の時間です。

０・１歳児のなかには途中でうとうとしてしまう

子もいます。

11月11日から
12月10日までの予定

11月12日　 第２回保育参観（２・３

歳児）、保護者会講演会

　　13日　よみきかせ（２・３歳児）

　　14日　よみきかせ（４・５歳児）

　　15日　誕生会

　　16日　身体測定

12月３日　避難訓練

　　７日　発表会総練習

仲良くねんね。

すやすや眠る顔はまさに天使です。

いでゆ　第647号19
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すくすく
インフォメーション

子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください子育て家庭の応援団「子育てひろばすくすく」どうぞご利用ください

【開館時間】
　月・水・金　12:00～17:00　自由ひろば
　火・木　　　10:00～16:00
　土・日・祝祭日　休館
【場所】草津町総合保健福祉センター内

上記の内容は変更になる場合があります

・町県民税 ３期
・国民健康保険税 ５期
・後期高齢者医療保険料 ５期
納期限　平成30年11月30日㈮

今月の納税

〈
ご
注
意
く
だ
さ
い
〉
専
門
外
の
疾
患
の
場
合
は
対
応
し
か
ね
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。ま
た
、

予
定
が
変
更
に
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
の
で
、事
前
に
病
院
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

24時間健康テレホンサービス
群馬県保険医協会では、

「24時間健康テレホンサービス」を
実施しています。

電話027-234-4970（ヨクナレ）に
かけると約３分の健康講話が聞けます。

プログラム
11月（１日から30日）

月曜／乳がんの手術　－最近の話題－

火曜／口腔ケアは脳卒中のリスクを軽減する

水曜／女性の過度なダイエットは危険です

木曜／口腔機能発達不全症

金曜／ドライマウス

土・日曜／入れ歯と上手に付き合う法

☆直接相談タイム（医師対応）
15日（木）「歯科」
午後７時30分～午後９時まで
※トラブル防止のため、お名前と
　電話番号をお伺いします。

✚11月当番医予定表
日 科 内　　　　科 外　　　　科 休日夜間当番病院

11月11日
（日）

東吾妻町
小池医院

（67）2030

草津町
布施医院

（88）2030

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

11月18日
（日）

東吾妻町
吾妻脳外循環科
（68）5211

長野原町
櫻井医院

（82）3999

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

東吾妻町
原町赤十字病院
（68）2711

11月23日
（金）

東吾妻町
くりはら医院
（68）0355

草津町
草津こまくさ病院
（88）4321

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

長野原町
西吾妻福祉病院
（83）7111

11月25日
（日）

東吾妻町
東吾妻町診療所
（59）3010

嬬恋村
嬬恋村診療所
（97）3020

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

中之条町
吾妻さくら病院
（75）3011

○11月20日はパネルシアターで

す。お話は来てからのお楽しみ

(*´▽｀*)(*^▽^*)(*´▽｀*)

◆お問い合わせ先

　草津町社会福祉協議会

　TEL.88－1050

平成30年11月　予定表

月 火 水 木 金
11月１日 ２
10:30～11:30
★七五三の飴の
袋を作ろう!!
　(材料費100円）

自由ひろば

５ ６ ７ ８ ９
自由ひろば 10:30～11:30

★ママ＆プレママ
Café

自由ひろば 10:30～11:30
★七五三の飴の
袋を作ろう!!
　(材料費100円）

自由ひろば

12 13 14 15 16
自由ひろば 11:00～12:00

★ベビーマッサージ
　（参加費200円）

自由ひろば 13:30～14:30
★おはなし会＆
　赤ちゃん絵本の紹介
　草津よみきかせの会に
よる絵本の読み聞かせ

自由ひろば

19 20 21 22 23
自由ひろば 11:00～11:30

★パネルシアター
自由ひろば 自由ひろば 勤労感謝の日の為

休館

26 27 28 29 30
自由ひろば 10:30～14:00

★バザー10点
　100円

自由ひろば 14:00～15:00
★ママ＆マタニティヨガ
　（参加費200円）

自由ひろば

掲載を希望されない方は届け出の際
お申し出ください。

○急患のための当番医制度ですので、緊急患者以外の受診はご遠慮ください。
○診療時間は午前９時～午後５時です。できるだけ時間内に受診してください。
　※診療時間以外の夜間の急患については、輪番制病院群の休日当番病院で受診してください。
○医師が在宅待機のため原則として往診はいたしません。

吾妻郡医師会ホームページにて最新の当番医表をご覧いただけます。
http://agatsuma.gunma.med.or.jp/resident_001.html

お悔やみ申し上げます
※敬称略

地　区 氏　　名 享年 地　区 氏　　名 享年

林
はやし

　　憲
のり

忠
ただ

91 黒
くろ

岩
いわ

カヨ子
こ

68

山
やま

口
ぐち

　源
げん

一
いち

98 林
はやし

　　千
ち

代
よ

86

髙
たか

木
ぎ

登
と

喜
き

子
こ

90 松
まつ

澤
ざわ

誠
せい

一
いち

郎
ろう

89

西
にし

山
やま

　宗
しゅう

子
こ

66 西
にし

山
やま

　安
やす

保
ほ

75

金
かな

丸
まる

　勝
かつ

江
え

79 近
こん

藤
どう

　清
きよ

貴
たか

58

霞
かすみ

　　好
よし

郎
ろう

86

大
おお

坪
つぼ

ヒナ子
こ

69お誕生おめでとう
※敬称略

地　区 氏　名 保護者

立
たて

川
かわ

咲
え

那
な

※地区、保護者については印刷版の広報に掲載してあります
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タウンデータ

人口・世帯数
（30年11月１日現在）

男
合　計

転　入
転　出

3,168人
6,435人

45人
58人

女
世　帯

3,267人
3,398世帯

入り込み客数
（平成30年９月分）

合　計

宿　泊

日帰り

245,949人（87.20%）

171,168人（87.16%）

74,781人（87.29%）
（　）前年対比

編集ミニ後記
秋晴れの文化の日、ぐんまマラソン（一番短い距離）に家族で参加しました。毎年の家族行事でしたが、子どもも成長して今回が最後。
沿道の応援やボランティアの方々のおもてなしに感動。最後にみんなで食べた振舞いのおっきりこみは感慨深い味となりました。（た）

日 月 火 水 木 金 土
行事の実施場所及び問合せ先
◆○保 …保健センター　℡88－5797　　　◆○商 …商　工　会　℡88－2067
◆○図 …図　書　館　　℡88－7190　　　◆○地 …地域包括支援センター　℡88－0294
◆○総 …総　務　課　　℡88－0001　　　　　　（○地 で実施場所記載の無い場合は
◆○教 …教育委員会　　℡88－0005　　　　　　 保健センターで行います）
◆○観 …観 光 協 会　　℡88－0800

9 10
・広報いでゆ
　11月号発行日
・育児支援教室
　「すまいる」
　（9:30～）○保

11 12 13 14 15 16 17
・シニアヘルストライ(9:30～)
・スプリング自主グループ
研修(13:30～)

・介護支援専門員研修
　(13:30～場所:役場)
　○地

・高齢者サロン
　（9:30～）
　○地

・機能訓練（9:00～）
・健康相談(13:30～)
　○保
・シニアヘルストライ
　(9:30～)○地

・高齢者サロン
　（9:30～）
・頭と体の健康教室
　（①13:15～②14:45～）
　○地

・乳幼児予防接種
　（13:30～）○保
・認知症家族の会
　(13:30～場所:役場)○地

・おはなし会
　（11:00～）
　○図

18 19 20 21 22 23 24
・シニアヘルストライ
　(9:30～)
　○地

・高齢者サロン
　（9:30～）○地
・手作り離乳食講習会
　(13:30～)○保

・機能訓練
　（9:00～）
　○保

・スマイルボウリング大会
　(9:30～事前申込を
されたチーム)○保
・人権相談・行政相談
　(10:00～15:00)
・人権福祉講演会
　(13:30～場所:中学校体育館)
　○総

勤労感謝の日

25 26 27 28 29 30 12/1
・高齢者サロン
　（9:30～）
　○地

・機能訓練（9:30～）
・１才６カ月児健診
　(13:15～)○保
・シニアヘルストライ(9:30～)○地
・カルチャーイン草津○教

・高齢者サロン
　（9:30～）○地
・乳児相談
　(指定された時間)○保

・無料法律相談
　(14:00～)
　○総

2 3 4 5 6 7 8
・スプリング自主グループ
研修(13:30～)

　○地

・高齢者サロン
　（9:30～）○地
・育児支援教室
　「すまいる」（9:30～）○保

・機能訓練（9:00～）
・母子保健推進員研修会
(13:30～)

　○保

・高齢者サロン
　（9:30～）
　○地

・乳幼児予防接種
　（13:30～）
　○保

9 10 11 12 13 14 15
・高齢者サロン（9:30～）
・介護支援専門員研修
　(13:30～場所:役場)
　○地
・ベビールーム（10:00～）○保

・機能訓練
　（9:00～）
　○保

・高齢者サロン
　（9:30～）
・頭と体の健康教室
　（①13:15～②14:45～）
　○地

・広報いでゆ
　12月号発行日
・乳児健診
　（13:15～）○保

情 報 電 話 帳
草津町役場　88-0001（代表）
・会計課  88-7185　・住民課  88-7192　・健康推進課（保健センター）  88-5797
・観光課  88-7188　・税務課  88-7186　・温泉課  88-7182
・企画創造課  88-7193　・上下水道課  88-7183　・土木課  88-7184
・議会事務局  88-7191　・教育委員会  88-0005
・福祉課  88-7189　・地域包括支援センター  88-0294
・生活環境課（クリーンセンター）  88-2407
・図書館  88-7190　・ベルツこども園  88-3738　・総合体育館  88-5288
・草津小学校  88-2156　・草津中学校  88-2227　・町民プール  88-1130
・社会福祉協議会  88-1050

Ⓡ
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寒くなってきましたね。この季節はインフルエン
ザが流行り始めます。体調管理に注意が必要です。
インフルエンザは空気中に拡散されたウイルスが
口から入り感染します。マスクをしたり手洗いを、
また予防接種も有効な予防法ですね。

11月の
行事予定表


